
概要

3PASS reverb は 3PASS lab と 3PASS 
flex の為のオプションです。測定対象デバイス
の位置で話者の声の反響をシミュレーションが
行えるように 3PASS lab と 3PASS flex を
拡張します。3PASS reverb はETSI TS 
103 557 に基づいた測定をサポートします。

3PASS reverb の主なフィーチャー：
・任意のソース信号の反響を再現性を確保
しながらシミュレーション
・3PASS lab / 3PASS flex で保存した
イコライゼーション済データを利用可能
・いろいろな部屋のインパルス応答サンプルを
利用可能

データシート

解説
3PASS reverb はターゲットとする部屋で
録音されたインパルス応答を利用します。
インパルス応答はその部屋の音響特性を
正確に捉えたものです。3PASS reverb
はソース信号にインパルス応答を適用する
ことによりその部屋の反響をシミュレーション
します。同時にACQUA によりダミーヘッドや
スピーカーから反響なしのソース信号が再生
されます。こうして 3PASS reverb が
ターゲット・ルームのリアルな音場を反響を
伴ったかたちでシミュレーションします。
再生に使用する部屋は ETSI TS 103 
557 の要件に適合している必要があります。

一般的なｼｽﾃﾑ要件
ソフトウエア
・3PASS lab (Code 6990)
バックグラウンドノイズ・シミュレーション・
ソフトウエア或いは、
3PASS flex (Code 6995)
バックグラウンドノイズ・シミュレーション・
ソフトウエア
・ACQUA (Code 6810)
高度通信品質分析システム

ハードウエア
・3PASS lab或いは3PASS flexの
ハードウエア、データシートご参照
・HMS II.3 (Code 1230)
ダミーヘッド測定システム

01.19 D6996jp0 記載内容が変更となる可能性がございます。

3PASS reverb (Code 6996)
3PASS lab と 3PASS flexの為のオプション
反響シナリオのシミュレーション

反響を含んだオーディオ・ファイル再生の為のシステム構築例

・labCORE (Code 7700)
モジュール式多チャンネル・ハードウエア・
プラットフォーム
下記の拡張モジュールが必要：
ーcoreBUS (Code 7710)

I/O BUSメイン基板
ーcoreOUT-Amp2 (Code 7720)
パワーアンプ出力モジュール
2チャンネル

ーcoreIN-Mic4 (Code 7730)
マイクロホン入力モジュール
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3PASSlab におけるインパルス応答の時間波形とスペクトル分析結果

他社製品で測定に必要なアイテム：
ー測定用マイク

LEMO 7ピン・コネクター

納品アイテム
・V2Cファイル
・インパルス応答及びバックグラウンドノイズ
のサンプル・データ、
ACQUAデモ・データベース


